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◆
第
１
回
専
門
部
会

　

11
月
20
日
、30
名
以
上
が
参
加
。

《
参
加
者
の
声
》

○
資
源
の
常
時
回
収
場
所
の
設
置

　

を
望
む
声
。

○
村
の
中
心
的
な
場
所
で
モ
デ
ル

　

的
な
仕
組
み
を
作
る
べ
き
と
い

　

っ
た
提
案
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
欲
増

　

進
の
た
め
に
も
村
で
集
め
ら
れ

　

た
資
源
物
が
ど
ん
な
形
で
リ
サ

　

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る

　

こ
と
が
絶
対
必
要
。

◆
第
２
回
専
門
部
会

　

３
月
２
日
。

　

ま
ず
ゴ
ミ
担
当
職
員
か
ら
２
月

に
行
な
わ
れ
た
ゴ
ミ
分
別
地
区
説

明
会
で
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
反
応

や
19
年
度

資
源
化
の

た
め
に
見

込
ん
で
い

る
費
用
の

話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

村
で
は

平
成
22
年

度
ま
で
に

平
成
12
年

度
比
20
％
ご
み
減
量
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。達
成
す
る
に
は
、行
政

で
は
な
く
、住
民
が
資
源
回
収
を

行
う
こ
と
、各
自
の「
捨
て
な
い
」と

い
う
意
識
向
上
が
不
可
欠
で
す
。

《
活
動
方
針
》

○
資
源
物
回
収
の
方
法
の
研
究
。

○
村
の
減
量
目
標
達
成
の
た
め
に

　

も
自
分
た
ち
で
管
理
運
営
す
る

　

常
時
資
源
回
収
場
所
を
設
け
る
。

ゴ
ミ
分
別
地
区
説
明
会
で
の

住
民
の
皆
さ
ん
の
反
応
や

19
年
度
資
源
化
費
用
に
つ
い
て

　

２
月
に
行
な
わ
れ
た
ゴ
ミ
分
別

地
区
説
明
会
で
の
住
民
の
皆
さ
ん

の
反
応
か
ら
、
新
た
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
回
収
が
増
え
る
こ
と
に
対

し
て
周
知
不
足
だ
と
感
じ
ま
し

た
。住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、資
源

回
収
は
１
回
で
は
足
り
な
い
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
白
ト
レ

イ
、容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、硬

質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
４
種
類
。容

器
包
装
プ
ラ
と
硬
質
プ
ラ
は
同
じ

材
質
に
も
関
わ
ら
ず
な
ぜ
分
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
か
と
の
疑
問
も

投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
の
分
別
収
集
は
、19

年
度
は
試
行
と
し
て
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
ご
希
望
を
い
た
だ
き
、そ

の
点
を
修
正
し
た
う
え
で
20
年
度

本
格
始
動
と
考
え
ま
す
。予
算
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
２
品
目
の
処
理
費

用
と
、剪
定
枝
木
を
燃
や
さ
ず
、枝

葉
は
チ
ッ
プ
化
、太
い
と
こ
ろ
は

薪
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
破
砕

機
購
入
費
用
と
運
転
費
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

19
年
度
か
ら
は
回
収
し
た
資
源

を
有
価
取
引
さ
れ
て
い
る
物
は
売

却
し
て
い
き
ま
す
。

（
役
場
ゴ
ミ
担
当
職
員
か
ら
）

○
村
が
行
う
時
以
外
に
も
、資
源  

　

物
回
収
を
行
い
、分
別
の
仕
方

　

を
徹
底
し
て
い
く
。

○
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き
る
専

　

門
部
会
と
し
て
活
動
し
て
い
る

　

事
を
含
め
充
分
広
報
し
て
い
く
。

○
ゼ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
し
実
践

　

し
て
い
る
自
治
体
、徳
島
県
上

　

勝
町
笠
松
町
長
の
講
演
会
開
催
。

※
専
門
部
会
開
催
の
折
に
は
常
に

ご
案
内
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す
の
で
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

　

原
村
教
育
委
員
会
で
は
原
っ
子

広
場
の
指
導
員（
安
全
管
理
員
、学

習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）を
若
干
名
募
集

し
ま
す
。学
生
も
可
。

勤
務
時
間
等
●

　

原
小
学
校
登
校
日
の
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
、下
校
時
か
ら
午
後
６

時
、週
１
、２
日
程
度
で
も
可
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
村
教
育
委
員
会
教
育
課

　

生
涯
学
習
係

　

☎
7
9
‐
４
８
１
５（
直
通
）

　

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
で
、ク
ラ
フ

ト
フ
ェ
ア
を
開
催
い
た
し
ま
す
。出

展
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
●
７
月
21
日
土
、
22
日
日

場
所
●
八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

▽
お
も
し
ろ
自
転
車
広
場（
屋
外
）

↓
80
区
画

▽
大
研
修
室（
屋
内
）↓
25
区
画

区
画
面
積
●
２
間
×
１
・
５
間

費
用
●
一
区
画
当
り

屋
内
４
０
０
０
円（
2
日
間
）

屋
外
７
０
０
０
円（
２
日
間
）

出
品
物
●
手
作
品
、農
産
物
、手
作

食
品
等（
仕
入
品
、大
量
生
産
品
、

既
製
品
等
は
出
品
不
可
）

申
込
●
作
品
の
写
真
と
申
込
書
を

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
４
月

20
日
金
消
印
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
●

　

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

　

☎
7
4
‐
2
6
8
1（
直
通
）

　

信
州
大
学
で
は
、
大
学
の
授
業

を
学
生
と
と
も
に
受
講
す
る
一
般

市
民
お
よ
び
高
校
生
の
方
々
を
募

集
し
ま
す
。
本
学
の
学
生
・
教
職

員
と
と
も
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
講
期
間
●　

　

◯
前
期　

４
月
〜
７
月

　

◯
通
年　

４
月
〜
２
月

開
講
場
所
●
信
州
大
学
全
学
教
育

機
構
及
び
各
学
部

募
集
定
員
●
特
に
設
け
ま
せ
ん

が
、
受
講
者
数
の
関
係
で
受
講
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

受
講
料
●
９
、
４
０
０
円
（
１
授
業

科
目
）
※
一
部
異
な
る
授
業
も
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

信
州
大
学
学
務
課
教
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
６
３
‐
3
7
‐
2
8
7
0

　

黒
部
峡
谷
の
欅
平
か
ら
上
流
の

黒
部
ダ
ム
に
至
る
輸
送
設
備
（
黒

部
ル
ー
ト
）
は
、
関
西
電
力
の
工
事

用
と
し
て
使
用
し
て
お
り
ま
す
が
、

多
く
の
方
に
水
力
発
電
事
業
を
体

感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
黒
部

ル
ー
ト
見
学
会
」
と
し
て
皆
様
を
ご

案
内
し
ま
す
。

応
募
で
き
る
方
●

　

小
学
校
５
年
生
以
上
の
健
康
な

方
で
、
各
種
乗
り
物
の
乗
降
や
乗

り
換
え
、
ト
ン
ネ
ル
内
や
階
段
の

歩
行
に
支
障
の
な
い
方

見
学
日
・
募
集
締
切
日
●

　

５
月
23
日
水
〜
11
月
８
日
木
ま

で
の
全
34
回
で
す
。
（
詳
細
は
見

学
公
募
委
員
会
ま
で
）

申
込
方
法
●
専
用
応
募
は
が
き
ま

た
は
官
製
は
が
き
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●
黒
部
ル
ー
ト
見

　

学
公
募
委
員
会
事
務
局
（
関
西

　

電
力
株
式
会
社
北
陸
支
社
内
）

　

☎
０
７
６
‐
４
４
２
‐
８
２
６
３

　

動
物
愛
護
事
業
の
一
環
と
し
て

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

散
歩
の
時
引
っ
張
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
…
な
ど
楽
し
く
分
か
り

や
す
い「
し
つ
け
の
ポ
イ
ン
ト
」を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
、場
所
●

▽
学
科
講
習

　

５
月
13
日
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

場
所
：
鳥
崎
二
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
実
技
講
習（
犬
同
伴
）

　

５
月
20
日
日
、５
月
27
日
日
、６

月
３
日
日
、６
月
10
日
日
、６
月
17

日
日
、６
月
24
日
日
の
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

場
所
：
諏
訪

合
同
庁
舎
駐
車
場

参
加
費
●
２
、０
０
０
円（
そ
の
他

テ
キ
ス
ト
代
等
別
途
必
要
）

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
動
物
愛
護
会
諏
訪
支
部

　

し
つ
け
方
部
長　

内
田
四
郎
雄

　

☎
2
3
‐
5
9
9
8
（
自
宅
）

勝
手
に
ゼ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
専
門
部
会

勝
手
に
ゼ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
専
門
部
会

　

昨
年
７
月
の
原
村
む
ら
づ
く
り

生
涯
学
習
推
進
委
員
会
で「
勝
手

に
ゼ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
」専
門
部
会
が

設
立
承
認
を
得
ま
し
た
。

　
「
ゴ
ミ
と
し
て
焼
却
し
て
い
る
物

の
中
か
ら
資
源
化
で
き
る
物
を
分

別
す
れ
ば
環
境
負
荷
と
焼
却
コ
ス

ト
が
軽
減
さ
れ
る
。分
別
し
た
資

源
を
再
生
し
、地
域
で
再
び
消
費

す
る
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、新

た
な
原
村
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
す

る
。収
集
や
分
別
、運
搬
な
ど
ゴ
ミ

の
資
源
化
に
伴
う
作
業
は
新
た
な

雇
用
を
生
み
だ
す
。」と
の
考
え
方

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
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【減量目標】
◆可燃ごみを12年度比25％減量
◆全体で17年度比40％減量

1515

384

239

938

資源物

不燃ごみ

可燃ごみ

勝手にゼロウェイスト専門部会では
①ゴミ処理に伴う資源やお金の無
　駄を無くし（ローコスト）
②地域が自立して地域の知恵や人
　材、資源を活かし（ローカル）
③ごみ処理に伴う環境汚染を引き
　おこさず（ローリスク、ローテクノ
　ロジー）
④ものづくりの段階からゴミになら
　ない製品作りへと移行しよう。と
　いう「Ｌ型政策」へ転換していこ
　うという考え方に立っています。

勝
手
に
ゼ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
専
門
部
会

住
民
自
ら
が
運
営
す
る
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
目
指
し
て

平成12年度比20％ごみ減量目標のために

ごみ総重量
1,498トン

黒
部
ル
ー
ト
見
学
会

募　

集

第
１
回
八
ヶ
岳
い
や
し
の

ク
ラ
フ
ト
市　

出
店
者
募
集

原
っ
子
広
場
指
導
員
募
集

信
州
大
学
市
民
開
放
授
業

家
庭
犬
し
つ
け
方
教
室

4 月 5月

I N F O R M A T I O N

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15

日 土金木水火月

A p r i l  t o  M a y

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-4815］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、5/2、5/4～5/6

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、4/27

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日（※5/1営業、5/7休館）

■もみの湯［☎74-2911］
第１、３水曜日（※5/2営業、5/9休館）

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日
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農
業
用
廃
プ
ラ
等
資
材
、

農
薬
空
き
容
器
回
収

中
央
公
民
館 

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
8
1
5

■
ふ
れ
あ
い
学
級
①

　

○
４
／
17
火 

午
後
１
時
15
分

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
①

　

○
４
／
23
月 

午
後
１
時
15
分

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
①

　

○
４
／
26
木
午
前
９
時
30
分

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
②

　

○
５
／
14
月 

午
後
１
時
15
分

　
「
伝
え
た
い　

森
の
や
さ
し
さ　

火
の
こ
わ
さ
」

　

３
月
16
日
〜
５
月
31
日
は
春
の

山
火
事
予
防
運
動
実
施
期
間
で

す
。

　

山
火
事
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は

人
為
的
な
も
の
で
す
。空
気
が
乾

燥
す
る
こ
の
時
期
は
、特
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
、大
切
な
森
林
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

□
枯
れ
草
の
あ
る
場
所
で
の
た
き

　

火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

□
風
が
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥
し

　

て
い
る
時
の
た
き
火
は
や
め
ま

　

し
ょ
う
。

□
た
き
火
か
ら
離
れ
る
時
は
、完

　

全
に
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

□
山
林
で
野
焼
き
や
た
き
火
を
す

　

る
時
は
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

消
防
署
に
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま

　

し
ょ
う
。

□
火
遊
び
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

　

い
っ
た
ん
山
火
事
が
発
生
す
る

と
、火
の
回
り
が
予
想
以
上
に
速

く
、煙
に
巻
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。無
理
し
て
消
そ
う
と

せ
ず
、速
や
か
に
消
防
署
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
消
防
署

　

☎
7
9
‐
2
4
4
2（
直
通
）

　

自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在

自
動
車（
軽
自
動
車
、二
輪
車
を
除

く
）を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た

だ
く
県
税
で
、今
年
の
納
期
限
は

５
月
31
日
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、５
月
上
旬
か
ら
納

税
通
知
書
を
送
付
す
る
予
定
で
す

が
、納
税
通
知
書
送
付
先
の
変
更

に
つ
い
て
は
、長
野
県
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
●

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
組
織
で
探
す
↓

総
務
部
税
務
課
↓
自
動
車
税
納
税

通
知
書
送
付
先
変
更
届
）と
進
ん

で
く
だ
さ
い
。）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
●

　

☎
０
１
２
０
‐
０
１
６
２
７
０

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
地
方
事
務
所
税
務
課

　

☎
5
7
‐
2
9
0
5（
直
通
）

社
会
体
育
館 

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室

　

○
４
／
21
土 

午
前
９
時

日
時
●
５
月
12
日
土

午
前
8
時
30
分
〜
午
前
11
時

場
所
●
信
州
諏
訪
農
協
原
村
営
農

セ
ン
タ
ー　

原
村
野
菜
集
荷
所

対
象
●

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
等
資
材

◎
被
覆
用
ビ
ニ
ー
ル
◎
畦
シ
ー
ト

◎
マ
ル
チ
シ
ー
ト
◎
ポ
リ
ポ
ッ
ト

◎
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
◎
肥
料
袋
等

▽
農
薬
空
き
容
器

◎
農
薬
ポ
リ
ビ
ン
の
み

※
必
ず
指
定
の
袋
へ
入
れ
て
く
だ
さ

い
。（
10
枚
入
り
1
0
0
円
）営
農
セ

ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

料
金
●

□
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
…
5
0
円
／
㎏（
税
込
）

□
農
薬
空
き
容
器
…
3
0
0
円
／
袋（
税
込
）

※
現
金
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　
（
印
鑑
必
要
）

廃
棄
物
処
理
法
●

　

廃
棄
物
を
運
搬
す
る
農
家
ト

ラ
ッ
ク
に「
廃
棄
物
運
搬
・
運
搬
車

氏
名
」の
表
示
と
必
要
書
類
の
携
帯

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。表
示
板
と

書
類
は
、営
農
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

信
州
諏
訪
農
協
原
村
営
農
セ
ン
タ
ー

　

☎
7
9
‐
４
７
１
１（
直
通
）

　

原
村
診
療
所
で
は
、第
２
、４
木

曜
日
の
午
後
、整
形
外
科
外
来
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、4
月
よ
り
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
村
診
療
所

　

☎
7
9
‐
2
7
1
6（
直
通
）

期
間
●
５
月
11
日
金
〜
５
月
20
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
●
信
濃
路
は　

ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
の　

走
る
み
ち
。

運
動
の
重
点
●「
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」を
基
本
と
し

て
、次
の
重
点
を
推
進
し
ま
す
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

　

し
い
着
用
の
徹
底

○
生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故

　

の
防
止

標
語
●
油
断
せ
ず　

い
つ
も
心
に

　

初
心
者
マ
ー
ク

問
い
合
わ
せ
先
●

　

役
場
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
7
9
‐
7
9
2
1（
直
通
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

原
村
診
療
所
整
形
外
科

外
来
の
中
止

自
動
車
税
納
税
通
知
書

の
住
所
変
更

春
の
山
火
事
予
防
運
動
実
施
中
！

■
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
講
式

　

○
４
／
21
土 

午
後
９
時
30
分

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
４
／
28
土 

○
５
／
12
土

　

正
午
〜
午
後
５
時

■
利
用
者
会
議

　

○
５
／
９
水 

午
後
７
時
30
分

■
陸
上
春
季
記
録
会

　

○
５
／
12
土 

午
前
８
時
30
分

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
５
／
11
金 

午
後
６
時
30
分

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
５
／
12
土 

午
後
６
時

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

家庭児童相談　問☎79-7092
◇日時・場所／４月20日(金)、5月11日(金)　
　午前10時～正午 図書館２階
　午後１時～３時 保健センター２階
◇担当／中村由美子相談員

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／５月６日(日)
　午後１時30分～6時30分
◇場所／保健センター２階
◇担当／五味勇吉相談員

無料法律相談　問☎79-7927（予約）
◇日時／５月11日(金)　午後１時～５時
◇場所／中央公民館
◇担当／長野県弁護士会の弁護士
◇その他／要予約（住民課住民係）

税務相談所　問☎28-6666
◇日時／５月９日(水) 午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

年金出張相談所　問☎23-3661
◇日時／第１水曜日
　午前10時～午後3時
◇場所／富士見町　町民センター
◇日時／第２～第５水曜日
　午前10時～午後４時
◇場所／茅野商工会議所会館
◇担当／岡谷社会保険事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／火曜日・祝日以外
　午前10時～午後6時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ1階）
◇担当／県消費生活センターおかや

カ
ル
チ
ャ
ー

□薬の名前□
　自分の薬のことをしっかり理解している患者様が
増えてきています。しかし診療所では次のような会
話が毎日絶えません。これではいかんと思い立ち、こ
こでお願いすることにしました。

通院中の患者様との会話
　医師　「では、いつもの薬を処方します。余っている
　　　　薬はありますか？」
　患者　「えーと、銀色の包みで小さくて丸くて白
　　　　い薬が沢山余っています。」
　医師　「それじゃ、よく分かりませんね。」
　患者　「ところで、あの薬は何の薬ですか？」
　医師　「えっ？　知らなかったの？」
※薬が余っている時、何の薬か分からない時、薬の副作用が疑われる時などは
　遠慮なくお尋ねください。適切な治療をして、医療費の無駄を省きましょう。

初めて受診される患者様との会話
　患者　「先日、○○医院でお薬をもらって、良くならないので△△病院の薬を
　　　　飲んだけれど治りません。」
　医師　「その薬の名前は？」
　患者　「あっ、持ってくれば良かった。ちょっと分かりません。確かピンクの包
　　　　みでちょっと大きめで白くて細長い薬と、灰色の飲みにくい粉の薬と。」
　医師　「それじゃ、全く分かりません。」
※その薬が効かなかったという情報はとても貴重です。処方された薬の名前は
　記録しておきましょう。

Vol.6
むらの
か
か
り
つ
け
医Dr.アンドウの健康塾

次回の催し物
ボランティアクループによる、
子ども読書の日おはなし会
日時／４月２１日（土）

午後１時３０分～
場所／原村図書館２階
内容／おはなし・絵本の読み

聞かせ・工作

むかつく二人
三谷幸喜、清水ミチコ（幻冬舎）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

J-WAVEラジオの「DoKoMo MAKING  
SENSE」の2005年4月～11月放送分を
加筆再構成したもの。映画、舞台、テレ
ビの話題から、カラオケ、グルメに内輪
の話まで、縦横無尽な会話に笑いが止
まらない。

年に一度、の二人
永井するみ（講談社）

来年の同じ日に、同じ場所で、再会の約
束をした･･･。7年間秘密の約束を重ね
る主婦の物語「シャドウ」、1年後の約束
に思いを募らせるＯＬの姿を描く「コン
スタレーション」など、全3編を収録。

ネット時代10年後、新聞とテ
レビはこうなる
藤原治（朝日新聞社）

アナログ地上波の停止が一大契機とな
り、２０１Ｘ年、誰も予想しなかった出
来事が起こる。新聞とテレビがネット上
の仮想空間「eプラットフォーム」にのみ
込まれる日を、綿密なデータを駆使し
て大胆予測。

盗聴二･二六事件
中田整一（文芸春秋）

青年将校のさけび、名もなき兵士たち
の苦悩、うごめく陸軍中枢、反乱者たち
の肉声を傍受、録音したのは誰？元
ＮＨＫプロデューサーの30年におよ
ぶ探求を集大成。昭和史最大の謎を載
せた録音盤が、いま回り始める。

ライオンとやぎ
ユネスコ・アジア文化センター編（こぐま社）

アジア・太平洋の１９か国の作家や画
家から寄せられた、親が子どもに読み
聞かせてやれるような、ユーモアにとん
だお話、心にしみるお話を２９話収録。

さよならさんかく
わかやまけん（こぐま社）

2月に富士見ロータリークラブさんから、
図書券をいただきました。原村図書館で
は、児童サービスの充実をめざし、児童書
を購入。図書館が開館し10年が経ち、修
理が必要になりました絵本や読みものの
買い替えを中心に、数十冊の児童書を蔵
書しました。どうぞご利用ください。

児童図書

★どなたでも自由に参加でき

ますのでお友達をさそって

お出かけください。

図書館からの
　　　　お知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、4/27

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p
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第
83
回「
村
長
と
話
し
合
う
日
」

を
行
い
ま
す
。希
望
者
は
総
務
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
4
月
24
日
火

　

午
後
３
時
30
分
〜
午
後
８
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／

「
村
長
室
へ
よ
う
こ
そ
事
業
」村
長

の
在
庁
時
で
都
合
の
つ
く
限
り
懇

談
に
応
じ
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
ご
み

収
集
は
次
の
と
お
り
で
す
。こ
の
時

期
は
家
庭
か
ら
多
く
の
ご
み
が
出

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　

身
近
な
み
ど
り
・
森
林
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、今
年
度
も「
緑
の
募

金
」を
実
施
し
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ

い
た
募
金
は
、小
中
学
校
等
へ
の
緑

化
木
配
布
、村
有
林
へ
の
植
樹
な
ど

緑
化
推
進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
大

切
な
緑
を
豊
か
に
育
み
、次
世
代
に

伝
え
る
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

各
区
長
、常
会
長
を
通
じ
て
各
戸

へ
募
金
の
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
集
実
施
期
間
／

　

４
月
11
日
か
ら
５
月
９
日
ま
で

【
乳
房
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
】

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
２
年
に
一
度

行
う
隔
年
検
診
で
、
今
年
は
偶
数

年
生
ま
れ
の
方
が
対
象
で
す
。

■
対
象
／
昭
和
８
年
〜
40
年
の
偶

数
年
に
生
ま
れ
た
女
性
。

　

国
民
年
金
は
、高
齢
に
な
っ
た
と

き
や
事
故
・
病
気
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
な
ど
に
も
、
安
定
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、み
ん
な
で
保
険

料
を
出
し
合
い
、お
互
い
を
支
え
あ

う
制
度
で
す
。日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が

加
入
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、学
生
の
み
な
さ
ん
も
二

十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

■
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
／

　

住
民
課
窓
口
で「
資
格
取
得
」の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。後

日
、
年
金
手
帳
と
国
民
年
金
保
険

料
納
付
案
内
書
が
届
き
ま
す
。

■
学
生
も
保
険
料
を
納
め
る
の
？

／（
学
生
納
付
特
例
制
度
）

　

学
生
の
方
の
多
く
は
、収
入
が
な

い
等
の
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
難
し
い
た
め
、申
請
に
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
し
、
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が

あ
り
ま
す
。申
請
を
し
て
承
認
を

受
け
る
と
学
生
納
付
特
例
期
間
中

の
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、学
生
納
付
特
例
期
間

は
、将
来
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
加
算

さ
れ
ま
す
。

※ 

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
の
支
給

要
件
に
該
当
す
る
方
で
、ま
だ
申

請
し
て
い
な
い
方
は
、手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当
／

　

児
童
扶
養
手
当
は
、18
歳
未
満

の
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
場
合（
離
婚
・
死
亡
・
遺

棄
・
未
婚
等
）、児
童
を
監
護
す
る

母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。未
婚
の
母
の
方
で
、児
童
が
父

親
に
認
知
を
受
け
た
場
合
も
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、

次
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
児
童
及
び
受
給
対
象
者
が
日
本

　

国
内
に
住
所
が
な
い
場
合

◇
児
童
及
び
受
給
対
象
者
が
公
的

　

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　

場
合

◇
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
年
金

　

額
の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
る

　

場
合

◇
児
童
が
里
親
に
養
育
さ
れ
て
い

　

る
場
合

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
／

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
、養
育
す
る

父
ま
た
は
母
も
し
く
は
養
育
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。な
お
、次
の
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
児
童
及
受
給
対
象
者
が
日
本
国

　

内
に
住
所
が
な
い
場
合

◇
児
童
が
障
害
を
支
給
要
件
と
す

■
日
時
／
４
月
25
日
水
、５
月
10
日

木
、
６
月
18
日
月
の
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
の
内
、完
全
予
約
制
。

■
定
員
／
各
日
と
も
先
着
35
名

■
場
所
／
原
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
料
金
／
無
料

■
検
診
方
法
及
び
結
果
／
乳
房

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
を
行
い
ま
す
。乳

房
を
撮
影
台
の
圧
迫
板
で
平
ら
に

圧
迫
し
、
両
方
の
乳
房
を
片
方
ず
つ

撮
影
し
ま
す
。撮
影
は
女
性
技
師
が

行
い
ま
す
。検
診
結
果
は
約
３
週
間

後
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
乳
が
ん
集
団
検
診
】

■
対
象
／
昭
和
41
年
〜
52
年
に
生

ま
れ
た
女
性
及
び
昭
和
６
年
以
前

に
生
ま
れ
た
女
性

■
日
時
／
４
月
23
日
月
、５
月
21
日

月
の
午
後
１
時
〜
１
時
15
分
（
受

付
）

■
定
員
／
各
日
と
も
先
着
50
名

■
場
所
／
原
村
保
健
セ
ン
タ
ー　

■
料
金
／
無
料

■
持
ち
物
／
バ
ス
タ
オ
ル

■
検
診
方
法
及
び
結
果
／
外
科
医

に
よ
る
視
触
診
を
行
い
ま
す
。必
要

な
方
に
は
女
性
技
師
に
よ
る
超
音

波
撮
影
を
行
い
ま
す
。結
果
は
当
日

外
科
医
が
説
明
し
ま
す
。

【
子
宮
が
ん
集
団
検
診
】

■
対
象
／
概
ね
20
歳
以
上
の
女
性

■
日
時
／
４
月
23
日
月
、５
月
21
日

月
、
６
月
19
日
火
の
午
後
１
時
〜
１

時
15
分（
受
付
）

■
定
員
／
各
日
と
も
先
着
50
名

■
場
所
／
原
村
保
健
セ
ン
タ
ー　

■
料
金
／
無
料

■
持
ち
物
／
ゆ
っ
た
り
し
た
ス

カ
ー
ト

■
検
診
方
法
及
び
結
果

　

子
宮
頚
部
の
細
胞
を
綿
棒
の
よ

う
な
物
で
採
取
し
、
異
型
細
胞
が

あ
る
か
調
べ
る
検
査
で
す
。
採
取

す
る
時
間
は
１
分
弱
で
、
痛
み
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
検
診
結

果
は
約
３
週
間
後
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

保
育
園
等
に
行
く
前
の
お
子
さ

ん
の
遊
び
の
場
や
保
護
者
の
仲
間

づ
く
り
の
場
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
原
村
図
書
館
２
階

■
５
月
の
開
設
日
／

１
日
火
、８
日
火
、10
日
木
、11
日
金
、

15
日
火
、17
日
木
、18
日
金
、22
日
火
、

24
日
木
、
29
日
火
、31
日
木

■
お
楽
し
み
会
／
５
月
８
日
火　

午
前
10
時
45
分
〜
午
前
11
時
30
分

内
容
：
お
は
な
し　

お
は
な
し　

ぱ
ち
ぱ
ち　

き
ょ
う
は
ど
ん
な
お

は
な
し
？　

　
　
　
　
　

問
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

　

☎
79
‐
7
9
2
5
（
直
通
）

　

岡
谷
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
23
‐
3
6
6
1
（
直
通
）

区　分
4月27日（金）
4月28日（土）
4月29日（祝）
4月30日（振）
5月1日（火）
5月2日（水）
5月3日（祝）
5月4日（祝）
5月5日（祝）
5月6日（日）

可燃ごみ
収集

収集

収集

不燃ごみ

収集

　

世
の
中
が
病
ん
で
い
る
。大
人
も

子
ど
も
も
。こ
の
ま
ま
で
は
日
本
は

変
な
国
に
な
っ
て
し
ま
う
。変
な
国

で
も
社
会
が
維
持
さ
れ
、日
本
民
族

が
続
い
て
行
け
ば
よ
い
。だ
が
実
は

そ
れ
さ
え
も
危
う
い
の
で
す
。深
く

考
え
れ
ば
気
が
狂
い
そ
う
に
な
る
の

は
、私
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

親
が
子
を
殺
し
た
り
育
て
な
か
っ

た
り
、病
院
が
捨
て
子
と
合
法
化
し

よ
う
と
し
た
り
、子
が
親
を
殺
し
た

り
、動
物
で
も
持
っ
て
い
る
情
が
、人

間
の
世
界
で
お
か
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
子
ど
も
同
志
も
弱
い
者
を

い
じ
め
た
り
、生
き
て
い
く
力
を

奪
っ
た
り
し
て
平
気
で
す
。人
間
は

万
物
の
霊
長
で
す
か
ら
、そ
の
行
動

は
最
も
勝
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。で
す
か
ら
人
間
に
な
れ
て
い

な
い
大
人
が
い
て
、そ
う
い
う
人
た

ち
が
子
ど
も
を
育
て
る
の
で
す
か

ら
、そ
の
子
ど
も
も
ま
た
人
間
に
な

れ
な
い
の
で
す
。こ
の
場
合
、ニ
ワ
ト

リ
と
タ
マ
ゴ
の
理
論
で
い
う
と
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
ニ
ワ
ト
リ
が
な
け
れ

ば
良
い
タ
マ
ゴ
は
生
ま
れ
ず
、良
い

ニ
ワ
ト
リ
に
成
長
し
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
こ
の
ち
ゃ
ん
と
し
た
ニ
ワ

ト
リ
の
役
目
を
負
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
成
人
す
る
ま
で

は
、子
ど
も
は
人
格
が
形
成
さ
れ
る

最
も
大
切
な
時
期
で
す
。中
で
も
小

学
生
ま
で
は
そ
の
土
台
の
固
ま
る

礎
の
時
で
あ
り
、命
の
意
味
や
労
働

の
価
値
を
覚
え
、人
間
に
な
っ
て
い

く
極
め
て
重
要
な
ス
テ
ー
ジ
な
の
で

す
。で
す
か
ら
こ
の
時
期
、子
ど
も

は
厳
し
く
躾
け
ら
れ
、精
力
的
に
勉

学
に
励
み
、強
く
鍛
え
ら
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。そ
う
で
な
い

と
上
下
関
係
を
認
識
で
き
ず
、考
え

る
力
や
創
造
す
る
力
の
基
礎
と
な

る
知
識
が
涵
養
さ
れ
ず
、体
力
的
に

も
精
神
的
に
も
耐
え
る
力
を
持
て

な
い
子
と
な
る
。規
範
意
識
が
な
い

か
ら
親
や
教
師
の
言
う
こ
と
を
聞

け
ず
、弱
い
者
い
じ
め
を
し
た
り
、

キ
レ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
を
一
人
前
の
大
人
と
す
る

に
は
、大
人
が
一
人
前
の
大
人
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
に

は
自
己
の
欲
望
や
好
き
嫌
い
で
な

く
、社
会
全
体
の
幸
福
と
発
展
と
い

う
視
点
で
行
動
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。郷
土
と
そ
の
社
会
に
愛
と

誇
り
を
も
つ
こ
と
で
す
。そ
し
て
子

ど
も
を
甘
や
か
す「
子
ど
も
中
心
主

義
」
を
や
め
る
こ
と
で
す
。
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
の
小
林

和
男
氏（
穴
山
出
身
）は
、「
少
年
時

代
、荒
々
し
く
も
神
々
し
い
八
ヶ
岳

を
見
て
育
っ
た
こ
と
は
、私
の
人
間

形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
も
た

ら
し
た
」と
言
っ
て
い
ま
す
。大
い
に

傾
聴
す
べ
き
言
葉
と
思
い
ま
す
。

原
村
長　

清
水　

澄

長
と
話
し
合
う
日

村問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

Ｗ
の
ご
み
収
集

Ｇ
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

乳

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

20 問
建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

切
な
自
然
を
育
む
た
め
に

「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
を
！

大

別
）児
童
扶
養
手
当
制
度

（
特

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

育
て
サ
ロ
ン　

子

問
農
林
商
工
観
光
課
農
村
整
備
係

　

☎
79
‐
7
9
3
2
（
直
通
）

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-2111
 （内311）
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内231）
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940
　中央公民館 ☎79-4815
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442

　　　　
　
　　

ほ
っ
と

1515
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18日水 午後１：00～午後１：15 H18年11、12、H19年1月生保健センター２階

16日月 午後１：00～午後３：00 希望者保健センター２階

23日月 午後１：00～午後１：15 希望者（要予約）保健センター

20日金 午後２：00～午後４：00 希望者保健センター２階

25日水 希望者（要予約）保健センター

24日火 午後１：00～午後１：15 保健センター２階

26日木 希望者（要予約）保健センター２階

26日木 午前９：30～

午後１：30～

就園前幼児中央公民館

27日金 午後１：20～午後１：30 H18年1月～12月生地域福祉センター

７日月 午後１：20～午後１：30 H19年1月生地域福祉センター

９日水 午後１：00～午後１：15 H17年3、4、5月生保健センター２階

８日火 午前９：30～午前11：00 保健センター２階

11日金 午後２：00～午後４：00 希望者保健センター２階

10日木 希望者（要予約）保健センター

15日火 午後１：00～午後１：15 H17年10、11月生地域福祉センター

12日土 午後１：15～午後１：30 希望者（要予約）地域福祉センター

１ 歳 半 健 診
２ 歳 半 歯 科 検 診

母親学級前期コース
家 庭 児 童 相 談
乳がんマンモグラフィ検診
２ 歳 児 歯 科 検 診
育 児 相 談

Ｂ Ｃ Ｇ

ポ リ オ

母 乳 学 級

子育て広場あひるクラブ

乳がんマンモグラフィ検診
乳 児 健 診
子宮がん・乳がん検診
家 庭 児 童 相 談
先天性股関節脱臼検診
健 康 相 談

16日水 午後１：00～午後１：15 H16年9、10、11月生保健センター２階

実施日・受付時間種　別 対象者場所
４月４月

５月５月

　

暖
冬
で
、例
年
よ
り
も
す
ご
し
や
す
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、す
っ
か

り
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

原
村
は
、八
ヶ
岳
の
自
然
に
恵
ま
れ
、山
菜
や
高
原
野
菜
な
ど
の
旬

の
食
べ
物
や
初
物
が
、手
に
入
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。春
の
旬
と

い
え
ば
、ワ
ラ
ビ
、ゼ
ン
マ
イ
、ふ
き
の
と
う
、タ
ラ
の
芽
、菜
の
花
、た

け
の
こ
、つ
く
し
、よ
も
ぎ
、の
び
る…

。春
キ
ャ
ベ
ツ
、新
た
ま
ね
ぎ
、

新
じ
ゃ
が
芋
は
、初
物
と
し
て
出
回
り
ま
す
。考
え
て
い
る
と
、食
べ
た

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

春
先
の
野
菜
や
山
菜
類
は
、一
般
に
苦
味
の
強
い
も
の
が
多
い
で

す
。こ
う
い
う
も
の
を
食
す
こ
と
に
よ
り
、寒
さ
で
機
能
が
低
下
し
た

胃
腸
に
活
力
を
与
え
ま
す
。春
の
活
動
期
に
あ
わ
せ
、体
を
順
応
さ
せ

る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、栽
培
技
術
や
流
通
の
便
が
発
達
し
、季
節
に
関
係
な
く
、

い
つ
で
も
様
々
な
食
材
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。で
も
、や

は
り
旬
の
あ
る
食
べ
物
は
、そ
の
季
節
に
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
お
い
し

さ
と
働
き
も
増
す
の
で
す
。

　

旬
は
土
地
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。す
な
わ
ち
場
所
と
時
期
の
関

係
で「
い
つ
の
時
期
の
あ
そ
こ
の
何
々
が
お
い
し
い
」ま
た
、「
い
つ
の
時

期
に
な
る
と
あ
そ
こ
で

何
々
が
沢
山
と
れ
る
」

と
な
り
ま
す
。原
村
に

は
、「
原
村
の
旬
」の
食

べ
物
が
沢
山
あ
り
ま

す
。そ
ん
な
原
村
の
食

べ
物
を
大
切
し
て
季
節

や
、そ
の
も
の
自
体
の

お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
福
祉
課
吉
川
管
理
栄
養
士
）

期　日 医　科 薬　局

4月15日日 ちの皮フ科
☎82-3210

ニコニコ堂薬局
☎82-2525

4月22日日 土橋整形外科歯科医院
☎72-3226

上原ファミリー薬局
☎73-7177

4月29日㊗ リバーサイド・クリニック
☎72-7010

りんどう薬局
☎73-9285

4月30日　 細田眼科医院
☎71-2727

5月3日㊗

5月4日㊗ おもだか皮膚科
☎73-2525

5月5日㊗ ともみ内科医院
☎82-0424

■時間外診療所　茅野・原地区医師会
・場　　所／リバーサイド・クリニック
・診療時間／午後7：00～午後9：00
・休 診 日／土・日曜日、国民の祝日
・お問い合せ…☎72-6657

●4月17日、4月24日、5月1日、5月8日、5月15日
　》時間：午後1：30～
　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課健康づくり係
　　　　　　　　☎79-7703（直通）

●1班 4月24日（火）、5月8日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 4月17日（火）、5月1日（火）、5月15日（火）
柏木・菖蒲沢・室内、中新田、南原、判之木、やつがね

■今月の納税等
・固定資産税（1期）
・国民健康保険税（1期）
・介護保険料（1期） 
納期限・口座振替日……5月1日（火）

■住民財務課窓口の時間延長
・4月 17日・24日
・5月 1日・8日・15日
時間　午後７時まで

■人の動き
・人口 7,657人 （－51） 転入53
・男 3,806人 （－38） 転出102
・女 3,851人 （－13） 出生4
・世帯数 2,660世帯 （－17） 死亡6

平成19年3月末現在。（　）内は先月比。

可燃ごみ 毎週火・金曜日

不燃ごみ 毎週水曜日 村内全域

資源物 5月10日（木）

粗大ごみ

5月28日（月） 払沢、中新田

6月 4日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

6月11日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

6月18日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

■資源物とごみの収集日
収集時間／午前6時～8時
※各地区ごと収集時間が異なります。ご注意下さい。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に処理して下さい。

矢崎薬局
☎73-6868

ピアみどりフジモリ薬局
☎82-1288
ヤジマ薬局
☎72-2342

リジョイス茅野薬局
☎82-1991

5月6日日 ちの泌尿器科
☎82-5000

5月13日日 中新田診療所
☎70-1331

けやき薬局
☎82-2864

フジモリ薬局原店
☎79-5751

時間指定眞田医院
☎73-0731

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店
4月15日（日）～4月21日（土）

4月22日（日）～4月28日（土）

4月29日（祝）

4月30日（振）

5月1日（火）

5月2日（水）

5月3日（祝）

5月4日（祝）

5月5日（祝）

5月6日（日）～5月12日（土）

5月13日（日）～5月19日（土）

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

共栄管工㈱

㈱キタハラ

㈱有賀水道

南部建設㈱

㈲森山建設

㈲伊藤水道設備

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

共栄管工㈱

☎79-2421

☎79-2536

☎79-5254

☎72-7418

☎72-4017

☎79-5720

☎79-5730

☎79-3447

☎79-2421

☎79-2536

☎79-5254

希望者

H18年6、9、12月生

菜の花は、ビタミンＣが豊富です。ゆで過ぎるとせっかくのビタミンＣが減少してしまいます。数秒で引き上げるか、湯
通しする程度にしましょう。又、カロテンも豊富なので油で炒める料理にするとカロテンの吸収率がアップします。

時間指定

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
　》問い合わせ先：☎79-2716（直通）

原村診療所

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付13：30～
　　 16：45
 診療14：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
専門外来
第③肝臓病

（第①②④⑤　
　　　は休診）

長坂和彦
第①漢方
安藤公二
第②～④

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

旬
を
食
べ
よ
う
！

★材料
（3人分）

菜の花...１束
人参 ...... 1/4
卵..........１個
ごま油....大さじ1/2
味ポン...大さじ２

菜の花和えレシピ25

①人参は千切りにし、菜の花を3～4cmの長さに切って
一緒にさっと茹でて水気をきっておく。

②卵は割りほぐして、鍋に入れて火にかけ、箸2膳を使い
手早くかき混ぜながらそぼろ卵にする。

③①と②を調味料で和える。

つくりかた☆



村内でヒメバラモミの「穂」採取！

（社）林木育種協会が「ゴルファーの緑化促進協力会」

の協賛をうけヒメバラモミの増殖・保存事業実施！

　ヒメバラモミは、環境省作成の植物版レッドリストで、絶滅の

恐れの極めて高い絶滅危惧種ⅠＢに指定されています。特に八

ヶ岳地域は、その殆どが中大径木で単木・孤立木状態にあり、

他の個体との交配が難しく絶滅の恐れが極めて強いことから、

中部森林管理局がヒメバラモミの増殖・保存をするため、八ヶ

岳国有林に採取林の造成を企画し「ゴルファーの緑化促進協

力会」の協賛を受け、（社）林木育種協会が事業を進めていま

す。ヒメバラモミの増殖は、種子によらないで、その個体の遺伝

子をそのまま保存している「穂」を採取し、それを台木に接ぎ木

して苗木を作る方法で行われます。

　３月15日には、村の天然記念物に指定されているヒメバラモ

ミをはじめ、計６本から穂の採取が行われました。ヒメバラモミ

（トウヒ属）の接ぎ木は活着率が低く、また苗木の伸長も遅い

が、極力多く生産し、余裕が生じた場合は村に寄贈されるとの

ことです。

　３月14日、原中学校３年生が卒業記念で制作したブロンズ除

幕式が、卒業生や村関係者が出席して、八ヶ岳美術館の隣にあ

る学童生徒彫刻の森で行われました。今年のブロンズ像は坂口

雄紀君の詩「キックオフ」をテーマに河西涼峰さんがデザインし

ました。ブロンズ像の球体は

卒業生の夢や希望を表して

いて、その下には未来に羽ば

たこうとしている翼がありま

す。ブロンズ委員会委員長の

伊藤沙莉さんは「全国でも珍

しい中学生でのブロンズ制

作の機会をいただき感謝し

ています。私たちはそれぞれ

の道を歩んでいきますが、今

の思いはこの場所に残りま

す。大人になって原村を離れ

ても、今の私たちの思いがこ

こにあることを思い出し頑

張ります。」と挨拶しました。

区分
第１分団
第２分団
第３分団
第４分団
ラッパ

分団長（ラッパ長）
津金 進（八ツ手）
鎌倉美佳（払沢）
小林 憲司（柏木）
宮坂 栄二（中新田）
清水 祐輔（柳沢）

副団長（副ラッパ長）
小池 光久（柳沢）
堀内 賢市（払沢）
小林 政男（柏木）
由沢 正（中新田）
小林 稔（室内）

■団　長　宮坂　金光
■副団長　武田　　美

■新正副分団長

　３月19日、村の人づくり事業「中学生海外ホームステイ事業」

で19日から30日までの日程で、ニュージーランドのプケコヘ地区

へホームステイ研修に出発する中学生10名と引率者２名の壮行

会が役場講堂で行われました。

　この事業は、村内の中学生を海外に派遣しホームステイや学

校生活等の体験を通じて、外国語による表現力と理解力を高

めるとともに、国際感覚豊かな人材育成を目指すため村が毎

年行っている事業です。

中学生ホームステイ派遣壮行会中学生ホームステイ派遣壮行会
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　村内で食用廃油をリサイクルするＮＰＯ法人が設立しました。

このＮＰＯ法人八ヶ岳ヒューマンエナジーは、原村の生涯学習の

一環として去年２月に活動を始めた「食用廃油を燃料にする

会」が母体になったものです。会では使用済みの植物系廃油か

らディーゼルエンジンを動かすバイオディーゼルを精製しようと

活動してきました。

　３月10日には会員が集まりＮＰＯ法人設立式典が開かれまし

た。式典のあと役場駐車場に設置した燃料製造施設が披露さ

れました。施設では１回に100ℓのバイオディーゼル燃料を作るこ

とが可能で廃油を入れて燃料ができるまで約７時間かかるとい

うことです。

　原村消防団幹部役員が改選され、引継ぎ任命式が３月31日、

役場講堂で行われました。式では、宮坂金光団長から新任役員

に任命書が交付され、新任幹部を代表して新第４分団長が宣

誓、鎌倉美佳新第２分団長が挨拶で「身の引き締まる思いでい

っぱいです。今後は地域住民のために頑張っていきたいです。」

と決意を述べ、退任幹部を代表し前第４分団長が退任挨拶を

述べました。最後に宮坂団長が、無事引継ぎを終了した旨村長

に報告し引継ぎ式が終了しました。

　なお、平成19年度の幹部役員は次のとおりです。

ＮＰＯ法人八ヶ岳ヒューマンエナジー設立ＮＰＯ法人八ヶ岳ヒューマンエナジー設立

原村消防団引継ぎ任命式原村消防団引継ぎ任命式
原中３年生卒業記念ブロンズ除幕式原中３年生卒業記念ブロンズ除幕式

なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～
なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～
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　毎年３月最終日曜日に開催している、ぼろ機織りの展示、即売

会が３月25日に八ツ手公民館で行われ、村内外から大勢の方が

訪れていました。展示即売された作品は、八ツ手機織り保存会

（秋山慶明会長）の会員約20名が農作業の合い間に織り上げ

たものです。同地区に伝承されている「ぼろ機織り」は、古布や

毛糸を洗い細く裂いて織っていくもので全国的にも有名です。

ぼろ機織り展示・即売会ぼろ機織り展示・即売会

　３月17日に原中学校で、18日には原小学校で卒業式が行われ

ました。このうち原小学校では、男子40人女子37人合わせて77

人が卒業式を迎えました。保護者や在校生の暖かい拍手の中、

卒業生が入場してきました。式典では卒業生一人一人に卒業証

書が手渡されました。矢島校長は「命を大切にしてください。感

謝の気持ちを持って歩んでください。」とはなむけの言葉を送り

ました。そして、お別れの歌を卒業生、在校生、保護者、先生方と

歌い、卒業生や保護者の目には涙が溢れていました。卒業生は

それぞれの思いをかみ締めながら６年間過した思い出の学び

舎を後にしました。

思い出胸に旅立ちの日・・・　思い出胸に旅立ちの日・・・　
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